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学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

ICTを活用した授業づくりや対
話的な学びの実践も進み、生徒
が主体的に思考・判断して活動
する場面が増えてきた。
Chromebookの活用と観点別評
価の適切な運用も軌道に乗って
きた。
今年度は、学習への主体性を引
き出し、一人一人の基礎学力の
定着について、努力・工夫を重
ねていきたい。探究活動の充実
を図るとともに、勉学と部活動
の両立、非認知能力を伸ばす教
育活動の推進が必要である。そ
のため、今まで以上に縦（分
掌）と横（学年）の連携・強化
を行い、組織力の向上を図る。
また、地域に信頼される学校を
目指し、地域と連携した取組を
一層推進する。

B

（１）主体的な学びの実現

（２）キャリア教育の推進

（３）自己指導能力の育成にむけた組織的な生徒指導の推進

（４）ＩＣＴの活用

・グラデュエーション・ポリシーを踏まえ観点別評価の評価規準やルーブリックの改善を図る
・生徒の学ぶ意欲の向上を含めた定期テストや単元テストの在り方について検討・改善を図る
・ＤＸ人材の育成や文理横断の学びを実現することを踏まえた教育課程の改善を図る。

・キャリア教育部として進路指導と探究活動を融合して実践を進める。
・模試や二者面談などのキャリア教育に関する様々な取組を目的に照らして見直し、全教職員で取り組む。
・充実した進路先検討会を定期的に実施し、１人１人の生徒の希望進路実現に向けて組織的に取り組む。
・探究活動を通じて、生徒に「課題発見・解決力」「コミュニケーション力」「情報リテラシー」「プレゼンテーション力」「論理力」
を習得させる。

・教育活動のあらゆる場面で、自己理解や自己決定の場を設ける。
・SNS によるトラブルやいじめ問題に対する未然防止と早期発見、早期対応に努める。
・自他の個性を尊重し、相手の立場に立って考え行動できる相互扶助で共感的な人間関係づくりを促す。
・挨拶や時間の励行、自転車等の交通ルールの遵守など社会の形成者にふさわしい資質能力の習得を進める。

・すべての教育活動においてクロムブックの効果的な活用を図る。
・ＤＸハイスクール事業を活用してＩＣＴを活用した文理横断的な学びを実現する。
・実践的な教員研修を行い、デジタルリテラシーの習得と指導力の向上をめざす。

44
福岡県立 柏陵 高等学校

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

協働的な学びを通じて生徒の成長力を高め、持続可能な社会を担う人材を育成する学校
　地域と連携したフィールドワークや課題研究等の教育活動を展開し、課題を解決する力や協働する力を身に付けた、持続可能な社会の発展に貢献できる人材を育成します。

学校運営計画（４月）

学校運営方針
国家・社会及び国際社会の有為な形成者として、自らの在り方生き方を自覚し、知・徳・体の調和のとれた、心豊かで志を持って意欲的に学びたくましい生き方のできる人間を育成す
る。

評価
（総合）

昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

・自分の強みや興味を知り、目標に向かって努力し、主体的に進路を選択する力を育てます
・仲間と協力し、違いを認め合いながら学び合い、社会で活かせるコミュニケーション力を養います
・社会の課題を知り、自ら考え行動する力を育て、地域や企業と連携した実践的な学びを提供します

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

・探究活動の展開　・進路指導の展開
・授業変革・主体的な学びの実現
・ICTの活用・生徒、教師共に育むデジタルリテラシー

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

・自分の能力を伸ばすために、学業または部活動等に「最後まで・熱心に・継続して」取り組む生徒
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項目ごとの評

価

B

A

B

B

A

A

B

B

A

B

B

A

B

B

A

B

B

B

B

A

B

C

B

生徒の学ぶ意欲とその成果を評価するための定期テストや単元テストの在り方を検討

する。

研修課と連携し、指導力および評価方法についてスキルアップを図る。

生徒との目標共有

校内でのICT活用

８０％以上達成

B

情報

B

任意参加による研修等を実施したが、DX化は十分とは言え

ず、学校全体での推進体制構築が必要である。次年度は、各分

掌に推進担当を置くなど、情報課と円滑に連携できるフローを

確立する。

情報課の役割が曖昧なままであったため、他分掌の業務まで

担っていたこともあり、本来のインフラ管理業務等が圧迫され

ていた。次年度は、業務の明確な線引きと移管を行い、移管先

への継続的なサポート体制を構築する。

BICT基盤の整備と安定運用

Chromebookの故障対応を効率化し、破損防止策を講じる。

B

B

広報

学校の魅力を広く発信する

SNSを活用し迅速に情報を発信をする。

学校を調べるのにインターネッ

ト利用する。35％

学校案内を参考にする。20.5 ％

（保護者）　

体験入学に参加して志望度が上

がった。61.3％

B

B

○柏陵高校の魅力をもっと広報するた

めの方策は何か。

→ＳＮＳや体験入学等で中学生やその

保護者へ学校の魅力を広報したが不十

分であった。次年度は、中学校へ積極

的に訪問し、本校の魅力を発信してい

きたい。

更新頻度を高め、学校活動の写真・動画を定期的に投稿する。

様々な情報媒体の活用や情報発信の方法を検討する。

○ＩＣＴに生徒、保護者は対応できて

いるのか。

→生徒は1人1台端末を持っていて、

授業を中心に活用している。保護者へ

の連絡はClassiを用いて連絡してい

る。今年度は大きな問題は起きてな

い。

校内ネットワークの不具合に迅速に対応し、安定稼働させる。

各種ツールのマニュアルを整備し、適切な運用を支援する。

アカウント情報やパソコン教室等の管理体制を徹底する。

SNSなどの情報発信を組織的に進めたが、他業務との兼ね合い

で迅速な発信が難しい場面があった。また、個人情報への配慮

から発信内容の判断に時間を要することもあり、運用面の改善

が今後の課題である。

B

体験活動や学校説明会の充

実

適切な日程の設定と魅力的なプログラムを検討する。

B

広報課では複数の媒体を活用し本校の魅力を発信し、学校説明

会等も充実させることができた。一方で、情報発信のタイミン

グや運営面には改善の余地があり、より効率的で質の高い広報

体制を工夫したい。

Bアンケートを実施し、フィードバックを次回の改善に役立てる。

生徒の活動や学校の雰囲気を感じてもらう企画の充実を図る。

教育DXの積極的な推進

定期的な教員研修を通じて、職員室のDX化の意識を高める。

校務の業務効率化につながる各種デジタルツールを作成する。

校務と教育のデータを連携させ、教育の質向上策を考案する。

生徒の情報モラル教育を実施し、機器の適切な利用を促す。

○中学校でも観点別評価を行っている

が、課題は何か。

→主体性の評価の基準の設定が難し

い。教科担当の先生の評価を行う能力

の向上が必要である。次年度は研修等

をさらに行う。

○不登校生徒が増加しているが、その

対応はできているか。

→今年度から不登校生徒が、オンライ

ン等を使用して単位を修得できるよう

に対応している。

学校関係者評価委員会

からの意見

教務

生徒の学力の保障と学習習

慣の確立

学年・教科と連携し、基礎学力を充実させるとともに、成績不振および欠席・遅刻の

多い生徒を早期に把握し指導を充実させる。

学校満足度調査

授業の進め方について

満足(生徒)　　89%

満足(保護者)　87％

B

B

年間を通して担任会において学年担当教員による学年と教務の

橋渡しができていた。今年度は様々な変更や改善があったた

め、その対応に時間を要した。今年度の変更点を整理し、次年

度のスムーズかつ効果的な業務遂行に活かしたい。

B

A

予習・復習の仕方や教材の使い方を丁寧に指導し、家庭学習を計画的に実施させる。

学年・教科と連携し課題の提出を徹底させる。

主体的・対話的で深い学び

の実現に向けた授業改善

クロムブックの効果的な活用方法を研究するとともに、教科横断的に情報交換する。

A
生徒一人ひとりの端末活用が定着しつつある様子が伺える。今

後、教科科目をこえて活用方法の情報共有をしながら、主体的

に学ぶ姿勢を一層身につけられるよう働きかけていきたい。
アクティブラーニング等の生徒の活動の実施を向上させる。

ＩＣＴを活用した授業の研究と実践を推進する。

指導と評価の一体化の徹底

観点別評価の評価規準やルーブリックをしっかりと策定し、生徒の学ぶ意欲を引き出

す。

B

観点別評価の方法について、事例研究や知識面など教員側のさ

らなるスキルアップがあればと感じる。よって、次年度はさら

に研修課と連携して研修計画を立てていきたい。また、定期考

査や単元テストなど、評価方法について他校の事例を収集し、

本校の改善に活かしたい。

B

自己評価 学校関係者評価

評価項目 具体的目標 具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート

（外部アンケート等）の結果等
評価（３月） 結果の考察と次年度の課題　
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B

B

B

B

B

B

A

B

B

A

A

B

A

A

B

B

A

B

B

A

B

A

A

B

互助会の活動に協力し、職員の福祉の増進に寄与する。

これまで土曜日に開催していたPTA・後援会総会を、Google 

フォームを利用したWeb総会へと変更することができた。来年

度も継続していきたい。PTA・後援会等の活動に、総務課とし

てどの部分で協力できるかを明確にし、より良く連携を図りた

い。

B

○学校行事を参加できない保護者等の

対応はどのようにしているのか。

→PTA・後援会総会をWeb総会へ変

更したり、体育祭をYouTubeで中学

生へ限定公開したり工夫している。

行事毎に反省シートを作成し、改善点を明確にする。

校内外の大会等の実績を取りまとめ表彰することで、生徒の意欲の向上を図る。

生徒、職員が生活しやすい

環境作り

特に年度の切り替わり時、校内の環境を整えられるよう計画する。
B

より快適な職場環境にするにはどうすればよいか、他分掌とも

協力しながら見直しをすすめていく必要がある。
B

式典等については、感染症対策等の理由による実施形態の変更

に柔軟に対応することができた。行事の反省や意見を募った

が、十分に得られない現状があった。より良い行事の実施のた

めにも、しっかりと記録に残すよう協力を仰ぐ必要がある。

B

各行事で適切に連携し、生徒の学校生活の充実に寄与する。

総務

諸行事の適切な運営

他分掌・各学年との連携を密にし、行事の適切な企画立案に余裕を持って取

り組む。

学校満足度調査

学校行事について

満足(生徒）　 88％　

満足(保護者)　94％

B

B

PTA・同窓会・後援会との

連携

PTA・後援会総会の実施形態の確立、見直しを図る。

B

○不登校生徒が増加しているが、どの

ように対応しているのか。

→校内の組織だけでなくSCやSSWと

も連携し、解決にむけて対応してい

る。

保健委員会活動を通して、生徒の健康意識の向上を図る。

SC,SSW等によるカウンセリングや特別支援の充実を図る。

教育相談会議を通して職員全体の共通理解と連携を徹底させる。

保健

全職員と連携し、生徒の健康情報の把握に努める。

各行事の振り返りアンケート B

生徒、職員の健康に関する

啓蒙活動や健康相談活動の

充実

校内安全点検を実施し、危険箇所の早期発見・早期整備を図る。
B

SCの継続利用者が昨年度と同じく増加傾向である。新規や緊

急性を考慮しながら予約を調整できた。生徒の個別指導におけ

る場所不足の問題は、今後ますます出てくるのではないか。

保健委員主導で、教室の窓を開け、換気をし、感染拡大防止に

向け活動できた。

美化コンクールの審査や文化祭前にゴミ捨てルールの確認など

委員会の活性化に努めた。今後は掃除用具の点検など日々の美

化活動において活躍できるように取り組みたい。

健康診断、防災等の行事は滞りなく行えた。

A

校内美化活動の充実及び安

全管理の徹底・意識の向上

美化コンクール等を通して、校内美化活動を推進する。

美化委員会活動を通して清掃用具の整備・管理の指導を行う。

A

B

防災避難訓練、熱中症対策講演会、救急実技研修会等を行い、安全に関する

意識向上を図る。

○生徒へ自転車のルールを伝えている

と思うが、地域から見ていると徹底さ

れているようには感じないが、指導は

しているのか。

→ヘルメット着用義務など生徒に伝え

ているが徹底するようにしていく。

○保護者等の学校周辺の駐停車が目立

ち、近隣住民は迷惑している。どうに

かならないか。

→外部からの苦情があれば、全保護者

全生徒全職員へ連絡している。さらに

注意を促していく。

全職員との共通理解と全職員の協力体制による指導体制

生徒との信頼関係による心の教育（学級・教科・部活動・行事等）

危機管理能力及び危機回避

能力の育成

校内・校外でのマナーアップ意識の定着（地域連携事業につなぐ）

B

全職員による協力体制により自転車に関する安全指導を計画的

に実施できた。交通ルール遵守や安全意識の向上、ヘルメット

着用や危険行為への注意喚起を今後も継続的に指導を行う。

SNS利用を起因とするトラブルや依存傾向が散見され、学校と

家庭が連携した指導体制をさらに構築する。

B

B

挨拶の励行や適切な言葉使い、話を聞く姿勢や態度の指導

「もっと自分らしく学ぶための

アンケート]

いまの学校のみんななら、協力

して、全員が通うことが楽しく

なる学校をつくれると思うに関

する項目： ７０％

B

生徒指導

自己指導能力の育成に向け

た組織的な生徒指導の推進

生徒会活動の充実と部活動

の充実

様々な学校行事における態度の育成（リーダー・フォロワーシップの育成）

B

学校行事に積極的に取り組ませ、生徒会や各専門委員会から企

画立案させ主体的な活動を活性化させ学校全体の一体感の醸成

につなげる。

部活動を通じて、規範意識や協調性を育成する。指導体制につ

いては継続的な検討が必要。

B生徒会の自主的・主体的な活動の育成（各専門委員会の活性化）

部活動の活性化、学校貢献活動の普及・育成

スマホの乱用によるトラブル未然防止、SNSに起因するマナーモラル向上の指導

良好な人間関係の構築（人間関係構築能力の向上）

B

2学期に入り問題行動が増加した。日常的な観察、声掛け、情

報共有を重視し、学年・担任・生徒指導課が連携した組織対応

を行い問題行動の早期発見・初期対応を行う。表面化しにくい

問題への継続的な取り組みが課題となるが、問題行動の兆候段

階での把握を強化し、未然防止を重視した指導体制を構築す

る。
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B

B

B

B

A

C

B

B

B

A

B

B

B

A

C

B

A

B

B

B

A

A

B

B

B

職員のキャリアステージに応じた校外研修への積極的な参加を促す。

指導法と評価法をアップデートするための教科研修を行う。

1人１台端末を活用した研究授業等を行い、職員間で手立てを共有する。

連携大学アドバイザーからの指導・助言を受け、職員の指導力向上を図る。

B

人権同和教育の推進

〇中学では「総合的な学習の時間」

で、OB・OGや地元企業で活躍してい

る人などを活用している。高校では

行っているか。

→本校もOB・OGの講演会を行ってい

る。積極的に「人材活用」を今後も続

けていく予定である。

〇特色化で入学する生徒への進路指導

で工夫をしているのか。

→特色化で入学する生徒は、高校から

の進学へは、大学等の年内入試である

推薦や総合型選抜を選びやすい傾向に

ある。校内の進路指導体制を変えて対

応できるようしている。

〇大学等の受検方法を、保護者にもわ

かりやすく提供してほしい。

→近年入試の多様化しているので、進

路説明会等で、わかりやすく説明して

いきたい。

大学入試制度（総合型選抜・学校推薦型選抜・一般選抜等）の活用方法を検

討・確立する。

○先生方の研修による指導のレベル

アップこそが生徒への還元になるので

更なる工夫を望む。

○人権同和教育は大切にしてほしい。
体系化された全体計画を立て、人権教育授業の事前検討を入念に行う。

B

「人権読み物」の配信は、保護者に学校の取組を知らせる効果

があった。本年度の人権同和授業の成果と課題を検証し、次年

度以降の３年間の指導計画に反映させる。人権の職員研修は次

年度も１学期に実施し、人権意識の向上を図る。			

校内職員研修の意義を周知し、指導に還元できる研修会を企画・運営する。

教科会や自主研修会を適宜開催し、指導法や評価法のアップデートを図る。

人権・同和に関する職員研修を通して職員の人権感覚を涵養する。

「人権読み物」を活用し、日常の教育活動から生徒の人権意識を高める。

「もっと自分らしく学ぶための

アンケート」

・グループ学習を通しての学び

の効果に関する項目　76～78％

達成

・学びたい意欲、勧められた内

容を自分で調べようとする等、

学習動機づけに関する項目　

80％達成

B

生徒理解や授業改善を目的に、時期に応じ充実した職員研修を

実施できた。「生徒主語プロジェクト」連携大学アドバイザー

とともに全職員の参画意識を高めることができた。次年度は校

外研修への積極的な参加を促していく必要がある。

B

１年生は、進研模試前後にClassiの学習トレーニング機能を用

いて、苦手分野の克服に取り組むことができた。一方で模擬試

験の活用に関しては課題が残る。模擬試験の意義を明確にし、

生徒の意識も向上させることが必要である。

B

夏期講習、冬期講習の実施方法を検討する。

三者面談で自身の進路を語る取り組みで自己決定の機会を作

り、保護者からも好評を得た。
B

探究活動

3年間を見通した「総合的

な探究の時間」のプログラ

ム確立

B

外部との連携・校内での情

報共有
B

客観的な評価を得ることを目的とし、１年生は外部コンテスト

を利用した。その結果、全体的な探究活動の質の向上が見られ

た。一方で、テーマごとの質に大きな差があり、個別最適な指

導の必要性を感じた。また、外部の研修プログラムに参加し、

生徒自身が成長を実感する機会が多数あった。各学年と協力し

積極的に生徒の参加を促していきたい。

年間を通して、学年や他分掌との連携に課題があり、密に情報

共有をしながら進めていく。

B

文化祭やフィールドワークを活用し、探究実践を行った。アン

ケートやインタビューにとどまらない実践の幅を広げていきた

い。また、DX人材の育成も行っていきたい。本年度より導入

した外部教材は、総探の枠を超えて教科横断的な学びの可能性

が感じられた。一方で、本校生徒の実状に合わせ一つ一つの学

びが繋がるよう、学習時期や内容を検討す必要がある。次年度

へ向け、教材の精選・検討を行う。

環境科学コースとの情報共有

自らの将来について前向きに考え、表現する力を育成する（3年次）

外部の探究プログラム、コンテストの利用

探究活動に関する教員へのサポート体制の確立

B
「もっと自分らしく学ぶための

アンケート」

・自らの興味や関心をもとに、

調べ考えアクションを起こす項

目

1年生81％達成

2年生70％達成

3年生76％達成

B

B

社会課題の探究活動を通して、自らがどのように課題と向き合っていくのか

を考えさせる（2年次）

自己理解を深め、探究活動に必要な基礎を習得させる（1年次）

研修

職員研修の充実

「主体的・対話的で深い学

び」を意識した授業改善
A

「生徒主語プロジェクト」に関連し、主体的な学びを重点に全

職員が指導案を作成し研究授業を実施できた。プロジェクト後

も、相互授業参観や教科横断型の協議を継続的に行い「個別最

適な授業」の手立てを全職員で考えていく必要がある。

A

進路指導

３年間を見通した進路指導

計画

学校満足度調査

進路指導について

満足(生徒)　　91％

満足(保護者)　84％

B

B

多様な受験方法の研究、情

報共有

自ら考え、学び、行動でき

る生徒の育成

計画的、組織的なキャリア教育ができるよう様々な機関と連携する。
B

HR活動・総合的な探究の時間等における進路学習（進路行事）を企画・実施

する。

公務員・就職希望者に対する指導体制を確立する。

『進路のしおり』の内容を精選し、進路指導により活用できるものにする。

入試分析会・志望校検討会を実施し、生徒に最適な受験方法を組織的に検討

する。

B

自己決定の場を様々な場面で設け、生徒が自ら考え行動できるよう促す。

校外模試・小論文模試・看護医療模試の実施と模試分析会等を充実させる。

外部検定試験受験を組織的に促し、指導を行う。

推薦要件や多様な進路先の情報などをきちんと生徒が理解でき

る手立てを1年次から継続的により多く設ける必要がある。HR

活動・総合的な探究の時間については、探究活動課との打ち合

わせが足りない面があった。全体的な入試の傾向が、年内入試

にシフトしていく中で、本校の方向性を確立していくことが大

きな課題である。「進路のしおり」「夏期・冬期講習」につい

てもより実践的に活用できるものに変えていく必要がある。

B
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B

B

B

A

B

A

B

A

B

B

A

B

A

B

B

B

B

A

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

〇周りと協働したり周りを大切にする

ことに関するアンケートの項目が目標

を達成しているのは良い。

規範意識を育み、下級生の模範となる意識を持たせる。

相手や周囲の人に配慮することができる想像力と行動力を身につけさせる。

B

生活習慣を確立し、周囲のために行動ができる人間性を養う。

「もっと自分らしく学ぶための

アンケート」

・協力して、クラス全員が居心

地のよい学級がつくれると思う

に関する項目：72％達成

・仲間が困っている時は、それ

が解決するまで一緒に行動する

に関する項目：75％達成

B

B

協働活動を通して互いの能力や特性を認め合える人権感覚を涵養させる。

柏陵手帳を活用し、PDCAサイクルを実践しながら自己理解を深めさせる。

B

修学旅行では修学旅行委員を募り、リーダーの育成や、生徒が

主体となった学年集会の運営ができた。一方で、フォロワーと

しての態度や行動面については課題があるため、分掌・学年等

の連携で組織的な対策を講じる必要がある。こうした点を踏ま

えて、次年度の体育祭に繋げたい。

B

B

行事や部活動では、周りを巻き込みながら全力で取り組むこと

ができ、人として大きく成長した生徒もいた。しかしそれが長

続きしない生徒も多く、やりたくないことを我慢してやり抜く

力はまだまだ足りていない。学校のあり方を改めて考え、生徒

に粘り強く伝えていきたい。

予習や復習等学校以外の時間を充実させる。

Classiや手帳を活用して目標や計画を立てさせる。

部活動や学校行事、勉強など前向きに取り組ませる。 「もっと自分らしく学ぶための

アンケート」

・周りと協働して物事に取り組

むことに関する項目73%達成

・周囲を大切にすることに関す

る項目78%達成

B

B

大学、専門学校見学ツアーでは、実際の施設の見学や説明会を

通して、進路についての意識向上に繋がった。しかし、まだ具

体的な受験する学部や受験の方法、受験する学校の合格を勝ち

取るための道筋が見えていない生徒が多く、総探やHRの時間

を活用して、生徒に周知していく必要がある。

〇何事も主体性をもって正しい行動ができる生徒の育成。

・基礎学力の定着について、授業改善を進めていく。

・探究活動の充実。

・ボランティア活動を積極的に参加し、地域との連携を強化していく。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

B

評価項目以外のものに関する意見

地域行事（柏祭等）に積極的に参加してもらい、校区内の学校としてのつなが

りが深まったのはよかった。今後も続けてほしい。

総合的な探究の時間を活用し、課題を解決に導く能力を育む。

学習計画や振り返りを実施し、確かな学力の向上につなげる。

〇大学進学者は、1年から２年に進級

して減少しているのか。

→実際に減少しているが、生徒が自ら

将来に対してしっかりした目的意識を

持てているので問題はないと考えてい

る。

文武両道を目指し、前向きな挑戦を継続できる環境を整える。

小さな成功体験を経験しながら自己肯定感の向上を図る。
第二学年

リーダーシップ・フォロ

ワーシップの育成

進路希望の実現

自習室や進路指導室等学校の施設の活用を促す。 「もっと自分らしく学ぶための

アンケート」

・自己分析に関する項目76%達

成

・学ぶ意欲、向上心に関する項

目80%達成

B

進路実現に向け、生徒の中に学業に真剣に励む姿が見られた。

大きく学力を向上させた生徒がいる一方で、基礎学力の不足を

感じる場面が多々あった。生徒の中にモチベーションがなけれ

ば長続きしないため、様々な場面での動機づけが必要。

B

第三学年

最上級生としてのリーダー

シップ育成

進路実現に向けた意識の向

上

将来像を描き、その実現に向けた目標や学習計画を確立させる。
「もっと自分らしく学ぶための

アンケート」

自分の気持ちを聞いて、自分の

生きたいように生きるに関する

項目：81％達成

第一学年

自律と協働の精神の涵養

基本的な生活習慣と学習サ

イクルの確立

学校関係者評価

〇中学でも差別発言事象が多く発生し

ている。高校ではどのような内容か。

→今年度、SNSでの外国人差別や障

がい者差別が発生している。学校での

人権同和授業だけでなくすべての学校

生活の場面で生徒一人一人が正しい人

権感覚をもつように指導していく。
様々な学習ツールの活用や学習イベントを実施して学びの環境を充実させる。

探究活動を充実させ、社会課題の発見・解決の担い手としての自覚と資質を高めさせる。

挨拶、清掃、時間や規則の遵守など凡事徹底を促し、集団としての帰属意識を持たせる。

達成度（生徒自己評価）

・凡事徹底・帰属意識92.6％

・協働活動・人権学習95.3％

・柏陵手帳・自己理解51％

B

B
朝楷樹の内容を充実させ、生徒の学習意欲や基礎学力を向上させる。 達成度（生徒自己評価）

・朝楷樹・基礎学力82.6％

・学習ツール60．4％

・英単語コンクール89％

・読解力トレーニング84.4％

・探究活動課題解決84.6％

A

・様々な学習イベントの効果はあった。英語以外の科目でのコ

ンクールも検討したい。・「Classi」を積極的に活用し、学習

効果はあった。一方、自主学習の習慣化が課題として残っ

た。・総探ツール「Inspire High」は学習に非常に効果があっ

た。一方で、本校生徒にとっては難解なものもあったため授業

者による細やかなフォローが必要だ。

A

・挨拶コンクールを実施。概ね良好だが、自ら挨拶ができる生

徒は一部にとどまった。教員による率先垂範を継続していく。

ポイ捨てや問題行動が発生した。巡回・点検の体制が必要。・

差別発言があった。日頃から即時指導・安心な環境づくりが必

要。・手帳活用の時間を定期的に設定。半数が習慣化にまでい

たらなかった。是非も含めて運用方法検討の余地がある。

B
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